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倉岳山頂付近からの初日の出

謹んで新年のお慶びを申し上げます
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

組
合
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
の
事
業
・
運
営
に
深

い
ご
理
解
と
ご
指
導
を
賜
り
、
役
職
員

を
代
表
致
し
ま
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
も
日
本
各
地
で
自
然
災

害
が
数
多
く
発
生
致
し
ま
し
た
。
九
州

で
も
北
部
で
は
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、

南
部
で
は
大
型
台
風
の
襲
来
で
人
命
を

も
奪
う
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

天
草
で
も
心
配
は
し
ま
し
た
が
、
幸
い

に
し
て
大
き
な
被
害
の
発
生
は
無
く
安

堵
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
厳
し
い

環
境
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
新
た
な

農
業
経
営
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
天
草
地
域
の
農
業
普
及
・
振
興

課
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
地
域
の
主
要
品

目
で
あ
る
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
、
不
知
火
の
部
会
を
対
象
に
技
術
と

経
営
担
当
者
が
連
携
し
体
制
の
構
築
に

向
け
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
畜
産

に
お
い
て
も
耕
種
農
家
と
畜
産
農
家
の

所
得
向
上
に
繋
げ
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
と
し

て
は
九
州
で
初
め
て
と
な
る
籾
米
サ
イ

レ
ー
ジ
製
造
を
12
月
か
ら
導
入
致
し
ま

し
た
。
ま
た
、
農
業
後
継
者
・
担
い
手

の
育
成
の
た
め
の
中
山
間
地
域
所
得
向

上
支
援
事
業
の
研
修
施
設
ハ
ウ
ス
は
本

年
６
月
に
完
成
予
定
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
政
府
の
農
協
改
革

や
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
も
ス
ピ
ー
ド
化
を

も
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
31
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
公
認
会

計
士
監
査
に
つ
い
て
は
会
計
基
準
が
一

層
厳
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

少
子
高
齢
化
で
の
人
口
減
少
は
天
草
地

域
経
済
の
疲
弊
を
招
く
要
因
で
あ
り
、

Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
と
し
ま
し
て
も
10
年
後

を
想
定
し
た
組
織
態
勢
の
見
直
し
が
急

務
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
皆
様
の
お

声
を
聞
き
な
が
ら
、
支
所
態
勢
の
再
編

等
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
組
合
員
、
地
域

の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
、
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
改
革
実
行
の
年
と
位
置
付
け
、

第
25
回
Ｊ
Ａ
熊
本
県
大
会
で
決
議
さ
れ

た
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」、「
農
業
生

産
の
拡
大
」
及
び
「
地
域
の
活
性
化
」

を
基
本
と
し
、
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
の
経
営

基
盤
の
確
立
と
安
定
し
た
経
営
の
継
続

を
目
指
し
、
組
合
員
、
地
域
の
皆
様
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
と
し
て
認
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
全
力
を
挙
げ
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
組
合
員

新
年
の
ご
挨
拶

代表理事組合長

川 口 義 英

皆
様
の
更
な
る
ご
理
解
、
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
組
合
員
皆
様
の
ご
多
幸
と

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
最
良
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

平
成
30
年　

元
旦

　

あ
ま
く
さ
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　

川 

口 

義 

英
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こ
の
地
に
生
き
る

池田　博正さん（47）・久美さん（42）
 レタス 60㌃

― 有明町 ―

食
べ
て
頂
く
方
へ
安
心
・
安
全
な
物
を
作
っ
て
い
き
た
い

（
取
材
日
：
平
成
29
年
12
月
６
日
）

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
　

元
々
は
山
鹿
市
出
身
で
、
高
校
卒
業
後

に
熊
本
市
内
や
関
東
で
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。関
東
で
仕
事
を
し
て
い
る
頃
は
、
時

間
も
無
く
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
や
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
を
中
心
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。そ

の
頃
に
、
自
分
が
食
べ
て
い
る
食
の
安
全

性
が
気
に
な
っ
て
、安
心
・
安
全
な
物
が
食

べ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
な
ら

自
分
で
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
　

そ
こ
で
熊
本
で
農
業
し
た
い
と
思
い
、

関
係
機
関
を
通
じ
て
天
草
で
制
度
が
あ
る

こ
と
を
聞
き
、
一
年
間
五
和
町
で
研
修
を

受
け
、有
明
町
で
就
農
し
ま
し
た
。

―
農
業
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
　

自
然
条
件
な
ど
あ
り
ま
す
け
ど
、
自
分

次
第
で
あ
る
程
度
の
状
況
は
変
え
ら
れ
ま

す
。頑
張
っ
た
ら
頑
張
っ
た
だ
け
作
物
が

成
長
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、
た

だ
長
時
間
作
業
す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く

効
果
的
な
時
間
の
使
い
方
を
考
え
て
作
業

効
率
を
上
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

―
天
草
に
は
慣
れ
ま
し
た
か
？

査定会では収穫方法などを確認
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旬の香り
今月は
コレ！「「レタスレタス」」
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天
草
に
来
た
当
初
は
喋
る
言
葉
を
全
部

は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た（
笑
）地
元
の

行
事
な
ど
に
参
加
し
、
地
元
の
方
に
触
れ

合
う
こ
と
で
言
葉
も
生
活
に
も
慣
れ
て
き

ま
し
た
。と
て
も
優
し
く
接
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。地
域
で
レ
タ
ス
を
栽
培
し

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
教

え
て
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
の
査
定
会
な
ど
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

―
今
年
の
品
質
は

　
　

レ
タ
ス
を
自
分
で
作
り
初
め
て
３
年

目
に
な
り
ま
す
。当
初
一
年
間
は
研
修
を

受
け
て
い
ま
し
た
け
ど
、
独
立
し
実
際
に

作
っ
て
み
る
と
、
研
修
と
違
い
上
手
く
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
今
年
は
畝
を

高
く
上
げ
、
水
は
け
を
良
く
し
た
お
か
げ

で
肥
料
も
ち
が
よ
く
な
り
、
自
分
な
り
で

す
が
納
得
に
近
い
レ
タ
ス
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。

―
お
ス
ス
メ
の
食
べ
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
　

や
っ
ぱ
り
生
で
食
べ
て
、
シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
感
を
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。味
噌

汁
や
鍋
に
入
れ
て
も
美
味
し
い
と
思
い
ま

す
。

―
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
　

計
画
的
に
休
み
を
取
り
入
れ
た
い
け
ど

天
気
次
第
で
す
ね
。ニ
ワ
ト
リ
へ
の
エ
サ

や
り
な
ど
生
育
状
況
の
確
認
も
あ
る
の
で

丸
一
日
休
み
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。仕

事
の
事
を
考
え
な
い
日
は
無
い
で
す
ね
。

収穫する池田さん

用途に合わせて召し上がれ♪　葉っぱが丸まって球形になる玉レタスや、葉先がカールしてい

るグリーンリーフ、葉先が濃紅色に色づいているサニーレタスな

ど様々な種類があるレタス。
　サラダには欠かせない存在で、野菜に肉、魚とも相性バッチリ。

それぞれのレタスの名前の由来や、栄養素を調べてみるのも面白

いかもしれません。　まずは食べ比べてみてはいかがでしょうか？色々な種類のレタ

スをお料理にぜひ！！

5



　このたびは、JAあまくさ広報誌「あまくさ」３００号突
破おめでとうございます。長きに渡る広報誌活動に対しま
して、心から敬意を表しますとともに、日頃からの本市農
業の振興・発展のためのご尽力に対しまして、厚くお礼を
申し上げます。
　広報誌「あまくさ」は、天草の農業に関する情報を組合
員初め地域の皆様に、正確に、わかりやすく、また楽しく、
ご提供されており、組合員の皆様の営農力向上はもとより、
組合員と地域住民の信頼関係の構築に大きく貢献されてお
ります。また、これまでの天草の農業の足跡が身近な話題
を中心に記録されており、地域史料としても大変貴重なも
のでございます。
　本市行政情報におきましても、市政だより「天草」を本
年度から月２回の発行から月１回の発行に改めましたが、
ページ数を増やし紙面の充実に努めております。また、天
草ケーブルテレビや新たに開設いたしました天草市のコ
ミュニティFM放送、愛称「みつばちラジオ」（88.8MHｚ）
を通じて行政情報や農業情報、災害時における防災情報な
どをタイムリーにお伝えしてまいります。
　天草は、温暖な気象条件を生かした特色ある農業が展開
されており、水稲をはじめとする多様な農畜産物が生産さ
れております。しかしながら、農家の高齢化や担い手の減
少で、今後の地域農業の存続が懸念されております。
　天草の発展は、一次産業の振興なくしてはありません。
そのための担い手対策は、喫緊の課題であり、市としまし
ても新規就農者の確保のために、国や県の支援制度に加え、
対象者や支援内容を大幅に拡充した市単独事業を創設し、
今後5年間にわたって強力に推進してまいります。なお、
これらの事業が成果をあげるためには、ＪＡ並びに関係機
関のお力添えが必要不可欠でございます。今後とも、市の
農業施策に対しまして、ご理解とご協力を賜りますよう、
お願い申し上げます。
　最後になりましたが、広報誌「あまくさ」が今後益々充
実し本市農業の発展にご貢献いただきますとともに、組合
員の皆様をはじめ関係者各位のご健勝ご多幸を祈念いたし
まして、３００回発行に寄せての祝辞といたします。

　ＪＡあまくさ広報誌「あまくさ」の３００号突破を心か
らお喜び申し上げます。
　貴組合におかれましては、川口組合長をはじめ組合員、
役職員の皆様が協力され、地域に根差した協同活動を積極
的に展開され、組合員の営農の向上と生活環境の向上はも
とより、天草地域の農業の振興に大きくご貢献されている
ことに対し、心から感謝申し上げます。
　天草地域の農業は、海岸島しょの温暖な海洋性気候を生
かして、デコポン、晩柑、ポンカン等の果樹、レタス、キュ
ウリ、ミニトマト等の野菜、畜産、水稲、花き等が幅広く
生産されております。
　貴組合におかれましては、国の「加工業務用野菜基盤強
化推進事業」を活用し、大矢野地区におけるレタスの栽培
面積の増加を図る取組みをはじめ、環境に配慮した農産物
の生産など積極的に推進され、天草地域の農業の活性化に
まい進しておられることから、行政といたしましても、国
や県、関係機関と連携を密にしながら、精一杯支援を行っ
て参りたいと存じます。また、本市においては、一次産品
のさらなる販売促進を図るため、農林水産業者の６次産業
化の支援についても重点的に推進しているところです。
　皆様方におかれましては、安心安全でおいしい産品の生
産に努められ、消費者に喜ばれるものを送り届けることが
できますよう、引き続きご協力をお願い申し上げます。
　現在の農業を取り巻く状況は大変厳しく、中でも農業者
の高齢化の進展により後継者の育成が急がれており、農業
構造が大きく変遷する中、生産性の向上、農業者の所得増
大、地域の活性化、担い手の確保・育成等多くの課題がご
ざいます。貴組合におかれましては、これらの課題を解決
すべく、新規就農者や担い手農家への支援を積極的に行っ
ておられますので、国内外の生産競争に打ち勝つ強い農業
を作り、次の世代へと引き継いでいかれるものと存じます。
　結びに、今後とも引き続き天草地域の農業振興の総合的
拠点としてのご活躍をご期待申し上げますとともに、あま
くさ農業協同組合のますますのご発展と組合員の皆様のご
繫栄をご祈念申し上げ、お祝いの挨拶とさせていただきま
す。

天草市長

中村 五木
上天草市長

堀江 隆臣

JA あまくさ広報誌「あまくさ」
祝 !!300号突破を記念して

広報誌「あまくさ」300 号を
記念して

祝

くさ」祝!!300号突破
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特集①

　ＪＡあまくさ広報誌『あまくさ』の全２９９冊を振り返りながら、
ＪＡあまくさの広報活動に対する川口組合長の思いをインタビュー
しました。

（インタビュー：総務企画部次長　前田修一）

前田：１号から２９９号までズラリと並んでいますが、振り返った
感想をお聞かせください。

組合長：こうして広報誌も創刊号から振り返ってみると、平成４年
の合併から理事として天草地域を見てきましたが、台風などの自
然災害や人や時代の移り変わりなど色々ありました。合併して２５
年ですが、ついこの前のようです。

前田：組合長も何度か登場されていましたが。

組合長：若いころの自分や懐かしい顔が掲載されていて、とても
楽しくつい時間を忘れて見入ってしまいました。私もあの頃は若
かった（笑）

川
口
組
合
長
に
聴
く

Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
と
広
報

『
あ
ま
く
さ
』の
顔

表
紙
の
移
り
変
わ
り

広
報
誌
『
あ
ま
く
さ
』
の
顔
で
あ
る
表
紙
は
、
そ

れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
が
あ
り
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
移
り
変
わ
り
を
一
挙
ご
紹
介
し
ま
す
！

第４号（1993年2月）～
第35号（1995年9月）
　天草の地で頑張る女性を
ピックアップ。そのキラキラと
輝く笑顔に癒されます。

第36号（1995年10月）～
第65号（1998年3月）
　元気いっぱいな保育園児が
とてもかわいい『わんぱく倶楽
部』。このころの保育園児も今
やお兄さん・お姉さんに！

第66号（1998年4月）～
第77号（1999年3月）
　周りを海で囲まれている天
草の地形を活かし、JA管内か
ら臨む海の景色がテーマ。天草
ならではのシリーズです。

第78号（1999年４月）～
第89号（2000年3月）
　家族の輪がテーマの表紙で
す。毎回仲が良いファミリーが
表紙を飾り心が和みます。

前田：表紙のデザインも１０回以上変わっています。保
育園児や小学生、各地区の風景や農産物などを掲載し、
組合員や読者の方から好評です。

組合長：内容も地域の方との繋がりがあるコーナーは必
要です。一方的な情報だけでなく、組合員・地域の方と
の会話できるきっかけになり、ＪＡ事業や職員の理解につ
ながると思います。

前田：毎月一回発行している広報誌ですが、今後どのよ
うな広報誌にしていきたいと考えますか。

組合長：ＪＡの広報誌ですので、営農関係情報の充実は
もちろん、地域の方々に喜ばれる広報誌にしたいと思い
ます。必要とされるＪＡ、地域に無くてはならないＪＡを
目指し、地域の方々への有益な情報の提供を心掛けます。

前田：ＪＡあまくさの広報活動の方針をお聞かせください。

組合長：ＪＡあまくさの情報を広く伝える手段は今も昔も
変わりません。旬の農畜産物や、どのような事業活動を
しているかなどを広報誌を通じてお伝えするのはもちろ
んです。
その中でも我々役職員は「ＪＡ」が苗字みたいなものです。
個人の言動もＪＡとしての言動・考えとして捉えられる場
合があります。そ
のため一人一人が
「ＪＡの広報マン」
としての自覚を持
ち、言動に心掛け
るような意識改革
にも力を注いでい
きます。

JAあまくさ広報誌「あま 
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くさ」祝!!300号突破
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
誕
生

・
合
併
記
念
号
（
第
１
号
）

・
第
１
回
通
常
総
代
会
（
第
８
号
）

10
号
▲

・
米
・
乳
製
品
の
市
場
開
放
を
阻
止
し
日
本
の
農
業
を
守
ろ
う
!!
（
第
14
号
）

・
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
地
域
農
業
振
興
大
会
（
第
24
号
）

50
号
▲

・
御
所
浦
支
所　

完
成
（
第
52
号
）

60
号
▲

・
天
草
は
ひ
と
つ
―
新
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
ス
タ
ー
ト

Ｊ
Ａ
龍
ヶ
岳
町
合
併
（
第
60
号
）

・
協
同
っ
て
何
だ
ろ
う
（
第
66
号
）

80
号
▲

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
西
暦
２
０
０
０
年
問
題
を
間
近
に
し
て
…
（
第
85
号
）

90
号
▲

・
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
が
世
界
と
つ
な
が
っ
た
―

Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
（
第
96
号
）

120
号
▲

・
Ｊ
Ａ
は
皆
様
に
安
心
・
安
全
を
お
届
け
し
ま
す
（
第
１
２
０
号
）

130
号
▲

・
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
直
売
所
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！
（
第
１
３
０
号
）

160
号
▲

・
Ａ
コ
ー
プ
大
矢
野
店
が
オ
ー
プ
ン
（
第
１
６
３
号
）

170
号
▲

・
転
が
り
ぶ
つ
か
り
が
な
い　

デ
コ
ポ
ン
選
果
機
を
稼
働
（
第
１
７
０
号
）

190
号
▲

・
天
草
と
れ
た
て
市
場　

オ
ー
プ
ン
（
第
１
９
６
号
）

　

Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
と
し
て
合
併
以
来
、
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
と
共
に
歩
ん
で
き
た
広
報
誌
『
あ
ま
く
さ
』。
Ｊ
Ａ
の

移
り
変
わ
り
や
農
業
情
勢
・
地
域
の
情
報
な
ど
、
Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の
情
報
を
皆
様
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。
取
材

に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
組
合
員
や
地
域
の
皆
様
、
読
者
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
3
0
0
号
を
突
破
す
る
事
が

で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
月
の
特
集
は
、こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
た
2
9
9
冊
の
広
報
誌
か
ら
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
Ｊ
Ａ
の
「
過
去
」

を
振
り
返
り
ま
す
。「
過
去
」か
ら
学
び
、輝
く
Ｊ
Ａ
の「
未
来
」に
向
け
て
、こ
こ
か
ら
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
！

第90号（2000年4月）～
第101号（2001年3月）
　小・中学生を対象に毎年行わ
れる「ごはん・お米とわたし」図
画コンクールと「交通安全ポス
ター」コンクールに出品した作
品を掲載。

第102号（2001年4月）～
第113号（2002年3月）
　天草産農産物のアップが印
象的なシリーズ。「クイズ：これ
な～に？」にもなっており、２
度楽しめる表紙です。

第114号（2002年4月）～
第125号（2003年3月）
　旬の農産物をガブリ！「かぶ
りつきシリーズ」。新鮮な農産
物がとてもおいしそうです。

第126号（2003年4月）～
第138号（2004年4月）
　天草の名所を紹介。集めてい
た方は、天草１周名所めぐりが
できます！

「
特
集
で
ふ
り
返
る
、
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
の
歩
み
」

８
号
）

を
阻
止
し
日
本
の
農
業
を
守
ろ
う
!!
（
第
14
号
）

振
興
大
会
（
第
24
号
）

１
２
０
号
）

１
３
０
号
）

働
（
第
１
７
０
号
）

近
に
し
て
…
（
第
85
号
）

天 草 郡 市 内 の

12JA が合併し、

「あまくさ農業協

同組合」が平成

４年 10 月１日

に発足。JA あま

くさが誕生した

ときの記念の１

冊です。

安心・安全な農産物

を消費者に提供し、

地産地消の促進・生

産者の所得向上を目

的に直売所を建設。

ここ数年消費者の食

に対する意識が向上

し、全国で直売所が

ブームになりました。

現在の 12 統

括支所体制と

な り、 新 JA

あまくさがス

タート。龍ヶ

岳町からも

様々な情報が

入るようにな

りました。
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特集①

JAあまくさ広報誌「あま 
・
ア
グ
リ
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル　

開
校
!!
（
第
１
９
７
号
）

200
号
▲

・
生
産
調
整
は
農
地
を
守
る
（
２
０
２
号
）

・
新
組
織
体
制
へ
「
皆
様
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
」

　

を
目
指
し
ま
す
（
２
０
６
号
）

210
号
▲

・
通
所
介
護
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
虹
の
は
る
か
」

　

オ
ー
プ
ン
！
！
（
２
１
０
号
）

・
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
！
楽
し
く
で
き
る
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
２
１
２
号
）

・
想
い
偲
ぶ
。

　

Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
第
３
の
斎
場
「
有
明
斎
場
」
開
館
（
２
１
５
号
）

220
号
▲

・
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
Ｉ
Ｎ
竜
洞
山
（
２
２
７
号
）

230
号
▲

・
祝
！
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
合
併
20
周
年
（
２
３
８
号
）

240
号
▲

・
天
草
カ
ク
テ
ル
ナ
イ
ト
開
催
（
２
４
９
号
）

250
号
▲

・
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
こ
と
（
２
５
０
号
）

・
新
た
な
水
田
農
業
政
策
の
決
定
（
２
５
４
号
）

260
号
▲

・
ぐ
り
っ
と
天
草
清
掃
活
動
（
２
６
１
号
）

・
青
年
就
農
給
付
金
（
２
６
６
号
）

270
号
▲

・
ご
飯
を
お
い
し
く
味
わ
い
ま
せ
ん
か
？
（
２
７
２
号
）

・
新
規
就
農
者
誕
生
！
（
２
７
４
号
）

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
へ
（
２
７
７
号
）

・
役
職
員
の
大
雪
に
よ
り
倒
壊
し
た

　

ハ
ウ
ス
の
復
旧
作
業
の
手
伝
い
（
２
７
８
号
）

280
号
▲

・
第
10
期
ア
グ
リ
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
開
講
（
２
８
２
号
）

・
第
10
期
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
女
性
大
学
入
学
式
（
２
８
３
号
）

・
腸
が
キ
レ
イ
で
今
日
も
元
気
（
２
８
９
号
）

290
号
▲

・
営
農
配
送
セ
ン
タ
ー
１
拠
点
化
へ
（
２
９
８
号
）

第139号（2004年5月）～
第194号（2009年3月）
　ピカピカの小学１年生が表
紙を飾っていました。その純粋
な眼差しが私たちに何か大切
なことを思い出させてくれま
す。

第195号（2009年4月）～
第206号（2010年3月）
　前回に続き小学１年生をメ
インに、旬な農畜産物の色を
テーマにした『あまくさ旬彩』
を取り入れました。「天草の色」
が小学生のバックとして表紙
を彩ります。

第207号（2010年4月）～
第254号（2014年3月）
　「天草人」のコーナーで、紹介
した農畜産物を表紙に取り入
れました。

第255号（2014年4月）～
　天草の将来を担う「天草っ
子」に、地元の農畜産物を知っ
てもらうために取り入れまし
た。天草っ子のキラキラした表
情にも注目です。

　

広
報
誌
の
印
象
が
決
ま
る
表
紙
。
時
代
の
移
り

変
わ
り
と
と
も
に
、「
あ
ま
く
さ
」
の
顔
も
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
時
の
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う

表
紙
が
広
報
誌
を
彩
り
ま
す
。
お
た
の
し
み
に
★

く
さ
」

ョ
ン
（
２
１
２
号
）

２
１
５
号
）

号
）

号
）

号
）

３
号
）

将来を担う子供

たちに体験を通

し農業について

学んでもらおう

と平成 19 年よ

り開校。これま

でたくさんの子

供たちが楽しく

学びました。

　ＪＡあまくさは 10月１

日に合併 20周年を迎えま

した。

　20 周年をひとつの区切

りとして新たなＪＡあまく

さのスタートと位置づけ、

組合員・利用者の期待に応

えられるＪＡとして、さら

なる飛躍を目指します。

　今までは肥料等を戸配し

ていましたが、職員・従業

員の減少、支所再編等を考

慮し、配送業務を業者委託

しました。車両費関係の減

少、予約注文による一括仕

入れ等で農家の生産コスト

削減に努めます。
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特集②

今年の漢字を教えてください
　『１年の計は元旦にあり』など何かと抱負や意気込みを表す機会があります。
　そこで組合員や地域の方に今年の漢字に込めた思いと、どんな年にしていきたいを教えていただきました。

名　前

浦﨑　リツ子さん
40才
地区名
御所浦町
漢字一文字に込めた思
いをお書きください
今まで頑張ってきたこ
とを拡げていきたい！
今年はどういう年にし
ていきたいですか
長男が進学、次男が柔道で発展し、拡げていく年にした
いです。

名　前

越口　涼太さん
35才
地区名　松島町
漢字一文字に込めた思い
をお書きください
家庭・家族のこと、仕事
のことなど、コツコツと
頑張っていきます。　
今年はどういう年にして
いきたいですか
何事も積極的に取組み、多くの事を学んでいきたい。ま
た一生懸命楽しみたいです。

名　前

猪原　寿美子さん
50才
地区名　栖本町
漢字一文字に込めた思いを
お書きください
人に対して、作物に対して
も、思いやりを持って接し
ていきたいです。　　
今年はどういう年にしてい
きたいですか
昨年は家族の病気で心配することがあったので、今年はみんなが健
康で、安心・安全なおいしいお茶作りに努めていきたいと思います。

名　前

野川　瑞希さん
27才
地区名　大矢野町
漢字一文字に込めた思い
をお書きください
たくさんの方の笑顔に繋
がる花作りをしたいと
思ったからです。
未来へ繋げる農業を目指
します。
今年はどういう年にしていきたいですか
健康第一！笑顔で楽しく仕事をします。

名　前

坂本　春子さん
41才
地区名　倉岳町
漢字一文字に込めた思い
をお書きください
毎年の事ですが、今年も
更に成長してしまったの
で、この字を選びました。
今年はどういう年にして
いきたいですか
健康の為にも今年こそは
痩せたいです！頑張ります！

名　前

山口　二浩さん
54才
地区名　姫戸町
漢字一文字に込めた思いを
お書きください
長男家族と同居することに
なったので、笑いの絶えな
い生活を送ります。
今年はどういう年にしてい
きたいですか
ずっと健康で暮らせるよう
に趣味のランニングを継続していこうと思います。
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名　前

光﨑　修一さん
60才
地区名　有明町
漢字一文字に込めた
思いをお書きくださ
い
何事にも辛抱が一番
だと思います。
今年はどういう年に
していきたいですか
家族全員が、健康な一年になるように！

名　前

高尾　達也さん
49才
地区名　河浦町
漢字一文字に込めた思い
をお書きください
何事に対しても柔軟性を
持って、素直に吸収でき
るようになる。
いくつになっても。
今年はどういう年にして
いきたいですか
ずっと笑っていたい！！

名　前

桑野　晃成さん
28才
地区名　新和町
漢字一文字に込めた思い
をお書きください
志を高く持つ！！
今年はどういう年にして
いきたいですか
今の自分に満足せずに、
日々努力して成長してい
きたいです。

名　前

澤邉　富美子さん
60才
地区名　牛深町
漢字一文字に込めた思いを
お書きください
毎日仕事で忙しかったです
が、様々な人と出会って談
笑したり、今年は還暦で同
窓会で久しぶりに同級生に
会えたりと、笑って楽しい一年でした。
今年はどういう年にしていきたいですか
今年も健康で知人達と笑って楽しい一年にしていければ
と思います。

名　前

森島　淳英さん
40才
地区名　龍ヶ岳町
漢字一文字に込めた思いを
お書きください
幸せになりたい人は多いと思いま
す。その道は多幸を祈念するより
も、不幸と思っている事を幸せに
転ずる方が案外近道なのです。
今年はどういう年にしていきたいですか
昨年４０才になりました。今年は若手という役割から、中堅層への転
換期だと思っています。しっかり役割を果たせるように努力します。

名　前

濱洲　英太さん
32才
地区名　佐伊津町
漢字一文字に込めた思いを
お書きください
帰る家や故郷のある喜び、
迎えてくれる家族や友人へ
の感謝の気持ちを込めてい
ます。
今年はどういう年にしていきたいですか
自分を育ててくれた佐伊津町に少しずつ恩返しができる
よう、地域の活動に参加していきたいです。

名　前

渡邉　優依さん
26才
地区名　天草町
漢字一文字に込めた思いを
お書きください
一歩ずつ進めていきたい。一
つ一つを大切にしていきた
い。という思いを込めました。
今年はどういう年にしてい
きたいですか
本当に必要なもの、変えていかなければならないものを、
見つめ直していきたいです。行動できる一年になります
ように。
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農業の
現場を学ぶ
　２０１７年度の新入職員を対象に、１１月に農家実習

を行いました。作業を共にする事で、ＪＡ職員としての

役割、心構えを身に付ける事を目的としています。職員

は受入先で現場を体験し、今後の仕事に役立つよう、よ

り一層頑張って参ります。受け入れていただいた農家の

皆さま、誠にありがとうございました。

牛
深
統
括
支
所　

購
買
課

グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ
牛
深
店
舗
係　

伊い
福ふく　

祥しょう
総
務
企
画
部　

経
理
課　

経
理
係

　

益ます
田だ　

和かず
子こ

大
矢
野
統
括
支
所　

大
矢
野
支
所　

信
用
係

　

中なか
田た　

美み
加か

西
統
括
支
所　

河
浦
支
所　

信
用
係

　

音おと
山やま　

瞬しゅん
甫すけ
中
央
統
括
支
所　

新
和
支
所　

信
用
係

　

堂どの
下した　

朱あかね

久
玉
町
・
金
棒
和
博
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

有
明
町
・
岳
元
常
廣
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

大
矢
野
町
・
渡
辺
秀
喜
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

河
浦
町
・
橋
本
正
寛
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

新
和
町
・
大
田
光
雄
さ
ん
ス
ギ
エ
さ
ん
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た

　

私
は
金
棒
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
、
収
穫
や
暖

房
の
ダ
ク
ト
張
り
、
追
肥
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

真
っ
赤
に
熟
し
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
、3

0

㌢
の
長
さ
に

な
っ
た
ジ
ャ
ン
ボ
イ
ン
ゲ
ン
な
ど
、
収
穫
で
き
る

実
を
探
す
の
が
難
し
い
で
す
が
、
収
穫
し
た
野
菜

を
カ
ゴ
に
積
ん
で
い
く
の
が
目
に
見
え
達
成
感
が

あ
り
ま
し
た
。

　

金
棒
さ
ん
は
「
品
種
や
作
り
方
は
試
行
錯
誤
を

重
ね
て
、
よ
り
良
い
物
を
作
る
た
め
の
挑
戦
が
続

い
て
い
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
少
し
で

も
組
合
員
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
ま
た
様
々
な
情

報
を
共
有
し
て
い
け
る
よ
う
日
々
精
進
し
ま
す
。

　

岳
元
さ
ん
は
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を
栽
培
さ
れ
、
出
荷
の

選
別
作
業
や
水
か
け
等
を
実
習
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

単
純
な
作
業
の
繰
り
返
し
で
し
た
が
、
と
て
も
体
に

負
担
が
か
か
る
の
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

実
習
体
験
で
、
休
む
暇
も
な
く
岳
元
さ
ん
の
作
業

す
る
姿
を
見
て
、
愛
情
を
た
く
さ
ん
注
ぎ
な
が
ら
栽

培
し
、
頑
張
ら
れ
て
い
る
姿
に
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
。

　

私
も
何
事
に
も
一
生
懸
命
に
取
組
み
、
農
家
の
方
々

の
思
い
を
感
じ
、
感
謝
し
て
日
々
の
業
務
に
励
み
ま

す
。

　

私
は
渡
辺
さ
ん
ご
家
族
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

レ
タ
ス
の
苗
植
え
で
し
た
が
、
何
も
か
も
が
未
経
験
で
、

無
我
夢
中
で
苗
を
植
え
ま
し
た
。
作
業
は
中
腰
で
大
変

で
し
た
が
、
今
後
ど
ん
な
風
に
生
育
す
る
の
か
楽
し
み

で
す
。

　

足
手
ま
と
い
の
私
に
、
作
業
中
も
優
し
く
声
を
か
け

て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
生

産
者
の
責
任
の
姿
や
、
ご
家
族
で
協
力
さ
れ
て
い
る
温

か
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、
組
合
員
・
地
域

住
民
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
も
っ

と
Ｊ
Ａ
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
業
務

に
従
事
し
ま
す
。
実
習
を
受
け
入
れ
て
頂
い
た
渡
辺
さ

ん
ご
家
族
、
優
し
く
ご
指
導
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

農
家
実
習
を
通
し
て
、
農
業
の
大
切
さ
や
農
家
の

大
変
さ
を
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ハ
ウ
ス
以
外
に
も
露
地
デ
コ
ポ
ン
を
栽
培
し
て
い

て
、
と
て
も
広
か
っ
た
の
で
作
業
す
る
の
が
大
変
で

し
た
。

　

私
は
、
今
回
経
験
し
た
こ
と
を
生
か
し
て
、
今
後

の
業
務
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
農
家
の

方
の
力
に
少
し
で
も
な
れ
る
様
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

　

私
は
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
農
家
の
大
田
光
雄
さ
ん
に
農

家
実
習
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

苗
を
一
つ
一
つ
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
植
え
て
、
ず
っ
と
低
い

姿
勢
で
の
作
業
で
し
た
の
で
足
腰
が
痛
く
な
り
、
想
像

を
は
る
か
に
超
え
て
驚
き
ま
し
た
。
大
変
な
作
業
中
で

も
、
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
優
し
い
言
葉
を
掛
け
て
く
だ
さ

り
、
と
て
も
心
強
く
、
楽
し
く
作
業
で
き
ま
し
た
。

　

３
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
農
家
の
方
の
大
変
さ
を

分
か
る
に
は
程
遠
い
と
思
い
ま
す
が
、
農
家
の
方
々
の

あ
り
が
た
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
丁
寧
な
対
応
で
地
域
の
皆
様
と
接
し
て
、

信
頼
さ
れ
る
職
員
に
な
り
た
い
で
す
。

特集
３
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松
島
支
所
年
金
友
の
会
は
11
月

６
日
、
福
岡
県
八
女
・
柳
川
方
面

へ
年
金
友
の
会
日
帰
り
旅
行
を
実

施
し
ま
し
た
。
会
員
相
互
の
融
和

と
親
睦
を
図
る
た
め
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

42
名
の
会
員
が
参
加
し
、
八
女

人
形
会
館
、
久
留
米
絣
（
か
す
り
）

工
場
を
見
学
し
て
柳
川
散
策
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
は
「
Ｊ
Ａ
で
年

金
を
受
給
し
て
い
た
お
か
げ
で
、

行
っ
た
こ
と
の
な
い
所
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
」
と

話
し
ま
し
た
。
ま
だ
未
参
加
の
会

員
の
皆
様
、
Ｊ
Ａ
で
年
金
を
未
受

給
の
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
女
性
部
姫
戸
支

部
は
11
月
９
日
、
永
目
地
区
公
民

館
で
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

永
目
地
区
の
方
に
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
女
性

部
が
開
催
し
、
13
名
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
師
の
Ｊ
Ａ
あ
ま

く
さ
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
指
導

の
も
と
、
歌
や
体
操
、
ゲ
ー
ム
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
な
か
な
か

上
手
く
で
き
ず
、
そ
れ
を
見
て
面

白
お
か
し
く
笑
う
場
面
も
時
折
見

ら
れ
、
終
始
明
る
い
雰
囲
気
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
い
っ
ぱ
い
笑
っ
て

楽
し
か
っ
た
。
ぜ
ひ
毎
年
開
催
し

て
欲
し
い
！
」
と
、
満
足
そ
う
に

話
し
ま
し
た
。

　

大
矢
野
町
賎
の
女
（
し
ず
の
め
）

地
区
に
、
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
た
祭

り
「
後
九
日
祭
」（
あ
と
く
ん
ち

さ
い
）
が
あ
り
、
地
域
住
民
約
40

名
が
参
加
し
伝
統
を
今
も
守
り
続

け
て
い
ま
す
。

　

後
九
日
祭
は
約
90
年
続
い
て
、

今
も
地
区
の
60
〜
80
代
ま
で
の

住
民
が
参
加
し
、
祭
り
前
日
に
は

男
性
陣
が
し
め
縄
作
り
、
女
性
陣

が
餅
つ
き
や
料
理
を
作
っ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
お
祓
い
の
後
、
地
元
の

み
つ
る
保
育
園
児
が
相
撲
大
会
を

開
き
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

地
区
の
方
は
「
大
地
の
実
り
に

感
謝
し
、
伝
統
あ
る
祭
り
を
後
世

に
継
承
し
た
い
。
Ｊ
Ａ
に
も
役
割

の
一
部
を
担
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
は
11
月
28
日
、

統
合
選
果
場
で
加
温
デ
コ
ポ
ン
約

４
．
２
ト
ン
を
初
選
果
し
ま
し
た
。

同
選
果
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
デ
コ

ポ
ン
は
フ
リ
ー
ト
レ
ー
に
載
せ
１

玉
ず
つ
県
統
一
の
基
準
で
糖
度
、

酸
度
を
光
セ
ン
サ
ー
で
測
定
し
、

品
質
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
を

箱
詰
め
し
ま
し
た
。

　

光
﨑
修
一
果
樹
部
会
長
は
「
果

実
の
取
り
扱
い
を
丁
寧
に
、
指
導

員
と
協
力
し
貯
蔵
病
害
対
策
を
徹

底
し
、
品
質
の
良
い
デ
コ
ポ
ン
を

提
供
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

牛
深
町
は
、
12
月
３
〜
４
日
に

第
28
回
牛
深
あ
か
ね
市
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

あ
か
ね
市
で
は
農
産
物
品
評

会
が
あ
り
、
野
菜
や
果
樹
な
ど

６
５
１
点
が
出
品
さ
れ
、
そ
の
中

か
ら
金
・
銀
・
銅
・
珍
品
賞
を
選

出
し
ま
し
た
。

　

品
評
会
後
は
、
展
示
会
・
即
売

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
牛
深
地
域

の
方
々
が
作
っ
た
、
農
産
物
・
加

工
品
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

次
回
の
あ
か
ね
市
へ
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

（
金
賞
の
み
掲
載
し
ま
す
）

金
賞野

菜
部
門　

松
下
ト
メ
ノ
さ
ん

果
樹
部
門　

河
本
ま
さ
と
さ
ん

加
工
品
部
門　

尾
中
幹
子
さ
ん

▲伝統を守り続ける地域住民

▲

丁
寧
に
選
果
さ
れ
出
荷
さ
れ
る
デ
コ
ポ
ン

▲
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
笑
顔
の
参
加
者

福
岡
へ
日
帰
旅
行

松
島

歌
や
体
操

笑
顔
で
楽
し
む

姫
戸

大
地
の
実
り
に
感
謝

大
矢
野

丹
精
込
め
て
作
り

ま
し
た

牛
深

デ
コ
ポ
ン
初
選
果

あ
ま
く
さ

ＮＥＷＳ

T O P I C S

ニュースニュース

トピックストピックス
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農
報
術・資材などの
 けします。

花
卉

中原　英幸
下島営農指導センター
080-1729-1629

花　卉

アザミウマ類の種類と特徴及びサイクル・防除について

管
理
栄
養
士
・
雑
穀
料
理
家
●
柴
田
真
希

炭
水
化
物
は
し
っ
か
り
と
摂（
と
）っ
て
痩
せ
る
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営
情

　

作物・営農・技  
情報をお届 

果
樹 1 月の柑橘園管理

鶴浜　研二
上島営農指導センター
080-1771-4257

果　樹

野
菜

オクラ栽培について 山下　和樹
上島営農指導センター
090-5028-9494

野　菜

　今月から露地デコポンの収穫に入られるかと思いま
す。本年産は着色が例年よりややはやい傾向です。鳥
害発生も少なく、水腐れ等果皮障害がなければできる
だけ年明けに収穫しましょう。また収穫後はこはん症な
ど、果皮障害が懸念されています。収穫時やコンテナ
を移す際できるだけ果実にキズをつけないよう気をつけ
て取り扱いをお願いします。
１．各品目別の収穫時期について

品種 区分 収穫開始および期間

デコポン（露地）
レギュラー １月１日～
こだわり後期 １月２０日～　※簡易被覆のみ

天草文旦 完熟園 １月２０日～
甘夏 レギュラー １月１日～

清見
レギュラー ２月２０日～
健康志向型 ２月２０日～

河内晩柑
適期採取 ２月２０日～３月３０日
後期採取 ４月１日～４月３０日
木成り ５月以降

２．中晩柑の収穫と予措・貯蔵
　腐敗果防止の為収穫時はできるだけ果実にキズをつ
けないようにし、下の表を参考に予措を行って下さい。

また、デコポンについてはポリ個装が遅れるとコハン症
等が発生しやすい為、園地別にコンテナ重をこまめに測
り予措が終わり次第ポリ個装を行いましょう。
品種名 予措期間（減量割合） 予措湿度
デコポン ２０日～３０日（３％～５％程度） ８５～９０％
ポンカン ３０日（７％程度） ８５～９０％
甘夏 １４日（３％程度） ９０％
河内晩柑 １０日（３％程度） ９０％

３．樹勢回復対策
　収穫が終わった園では速やかにチッ素主体の葉面散
布を短期間で行い、樹勢回復を行って下さい。

薬　剤　名 希釈倍数 備　　考
尿素・アミノジューシーN14 500倍 収穫後３回以上

集中散布を行う神協スピリッツ 500～ 1,000倍

４．出荷資材の取扱いについて
　柄入りポリ袋（デコポン・清見）、Ｐプラス袋（デコポン）
については、こだわり商材袋の為 JA出荷以外は使えま
せん。JA直売所等で販売する場合は、無地の袋でお願
いします。
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2月号の見どころを紹介
認知症と共に生きる
　厚生労働省が 2015年に発表した「新オレンジプラン（認
知症施策推進総合戦略）」では、2025年に認知症高齢者
が 700万人（65歳以上の５人に1人）に達するとの推計
が示されました。かつては認知症になると、「なにもわからな
くなる」「人生の終わりだ」と思われていました。しかし、近年、
認知症患者たちによる団体が結成され当事者たちの声が発
信されるようになり、患者を支える医療やケアの現場、地域
の取組みにも新しい動きが生まれています。認知症になって
も、人生が終わるわけではありません。自分らしく生きること
ができるのです。本特集では、認知症を正しい理解につな
げるべく、認知症を取り巻く最新の動きを紹介します。

卸売市場改革は農業生産の拡大に
つながるのか
　６月に閣議決定された「規制改革実施計画」では、卸
売市場法を抜本的に見直し、合理的な理由のなくなってい
る規制を廃止するための検討を行い、平成２９年中に具体
的な結論を得るとしています。生鮮食品や花卉などを円滑に、
かつ安定的に国民に供給する基幹的なインフラである卸売
市場の機能は維持できるのでしょうか。またそれによって農
業者の所得増大、農業生産の拡大に向けてどんな影響が
あるのか、規制改革推進会議の動きにも注目しつつ、“農
家の視点 ”で検証します。

定価606円（税込）

Ｍｙみそをつくろう
　「手前みそ」とは家庭で手作りしたみそのこと。自分で作ったみそは、
他の人に自慢したくなるほどおいしいものです。少量だけ手軽にでき
る、簡単なみそ作りを紹介します。

定価483円（税込）

定価 617 円（税込）

お申し込みは最寄りの支所まで！

グループ名：さざなみ会　シルバー
アカネ会（２グループ合同開催）
地区：有明町赤﨑　

代表者名：満田和子　岡﨑久美子　

メンバー数：６人ずつ　

活動場所：赤﨑グラウンドゴルフ場　

活動日：毎月第二火曜日 

内容：グラウンドゴルフ　

モットー：親睦と融和

―活動のきっかけを教えてください
　目的別グループで、昼間に活動できる人が集まれるようにグラウン
ドゴルフを始めました。
―楽しい事やうれしい事を教えてください
　皆で笑いながら楽しく活動できている所ですね。
―今後の目標を教えてください
　なるべく参加できる人は、多く参加していただい
て、皆でグラウンドゴルフを楽しみたいです。

―ＰＲをどうぞ
　一人でも多くの方に参加していただきたいので、
入会お待ちしております。

J  Y  O  S  E  I  B  U

この指
と～まれ！

　目的別グループとは…
女性部員主体で同じ目的
を持った仲間が集まって
実施する活動です。女性
部全体の活性化と「健康
的・文化的な豊かさと生
きがいづくり」を目的と
しています。

今月は

①天然ピンクエビを半解凍し、かるく包丁でたたく
②Aをボールに入れ混ぜ合わせ、6等分する。
③れんこんの水分をふきとり、新米粉をまぶす。
④③に②をはさむ
⑤１７０℃に熱した（エ）こめ油で④を揚げる。
⑥器に大葉と一緒に盛り付ける。
「情報提供：JA熊本経済連」

つくりかた

材料
れんこん（12枚にスライス）
…………………………10～ 15㎝
Ａ
天然ピンクエビ…………１００ｇ
酒…………………………小さじ１
うすくちしょうゆ………小さじ１

れんこんのエビはさみ揚げ

塩こしょう……………………少々
新米粉……………………小さじ２
大葉…………………………… 3枚
（エ）こめ油
新米粉…………………………適量
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Ｑ．趣味は何ですか？
Ａ．インターネットが好きでネットでショッピング
しています。

Ｑ．好きな食べ物は？
Ａ．おにぎりです。具は梅が好きです。　
Ｑ．好きな偉人は？
Ａ．徳川家康です。戦乱の世を統一したので憧れま
す。

上統括支所
龍ヶ岳支所信用係

米
よ ね

﨑
ざ き

　雄
ゆ う

矢
や

（36）

米﨑さんはこんな人！（ 同僚Ｍ）
覚える事がたくさんで大変だと思いますが、一生懸命頑張っています。接客の時の笑顔が魅力です。

アイドル
愛 撮 る

我が支
所の

米
﨑
さ
ん
の
最
近

の
脳
内
グ
ラ
フ

睡眠
２５％

遊び
２５％

仕事
２５％

食事
２５％

今月は

Ｊ Ａ あ ま く さ 自 己 改 革

　ＪＡあまくさは、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」に向けて全力を尽くし、「食
と農を基軸として地域に根ざした協同組合」としての役割を発揮して、持続可能な農業と豊かでくらしやすい地域社
会の実現をめざします。
　そこでＪＡあまくさの取組みを紹介します。

　ＪＡあまくさが運営する、飼料用米発酵飼料（ソフトグレインサイレー
ジ＝ＳＧＳ）製造設備が１２月から稼働しました。天草地域の飼料用米を
原料にＳＧＳを造り、１月頃から発酵が進んだ完成品を畜産農家に供給し
ます。輸入飼料に比べ安価で供給でき、エサの国産化にも繋がります。
　ＳＧＳを製造・販売するのは九州のＪＡでは初で、籾米を粉砕・加水・
密封した後、発酵させて牛の嗜好性を高めます。
　ＪＡ指導員は「天草で栽培した米を子牛に食べさせ、天草黒牛のブラン
ド化につなげたい」と話しました。

籾米サイレージ販売へ

未来への挑戦

アグリ
キッズ

芋
つ
る
で

リ
ー
ス
作
り
も

　

Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
ア
グ
リ
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
は
、
５
月
に

苗
植
え
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
し
、
芋
つ
る
を
使
っ
た

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

園
主
の
明
瀬
信
明
さ
ん
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
生
育
状
況
や
、

掘
り
方
の
注
意
点
を
話
し
、
１
人
１
人
が
ス
コ
ッ
プ
を
持

ち
収
穫
を
開
始
。
ス
ク
ー
ル
生
は
泥
ま
み
れ
に
な
り
、
掘

り
起
こ
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
握
り
し
め
「
大
き
い
の
が
と

れ
た
！
」「
顔
よ
り
大
き
い
！
」
な
ど
歓
声
を
あ
げ
て
収
穫

を
喜
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
が
芋
つ
る
か
ら
葉
っ
ぱ
を
取
り
、
ね
じ
っ

て
丸
く
し
た
リ
ー
ス
を
事
前
に
準
備
。
ス
ク
ー
ル
生
は
リ

ボ
ン
や
ベ
ル
な
ど
を
思
い
思
い
に
飾
り
を
付
け
リ
ー
ス
が

完
成
し
ま
し
た
。

リースを作るスクール生

大きな芋を掘りました

お芋おいしかった～ (^-^)

プラントについて説明するＪＡ職員プラントについて説明するＪＡ職員
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第1号議案　支所の再編及び金融移動店舗車の導入について
　組織整備を進める上で、今後の天草の人口減少を含め、安定的な事
業を継続していくために、支所の再編及び金融移動店舗車を導入する
ことについて承認されました。

第2号議案　設備借入金の借入について
　牛深斎場別館建設に伴う設備借入金の借入について承認されました。

第3号議案　簡易牛舎建設に係る固定資産取得及び建設委員会の設置
について
　担い手農家の育成のため、簡易牛舎建設に係る固定資産取得及び建
設委員会の設置について承認されました。

第4号議案　年末賞与の支給について
　年末賞与の支給について提案がありました。

報 告 事 項
・固定資産減損兆候について
・平成29年 9月末仮決算支所別損益状況報告について
・出資金増資運動の経過報告について
・年末年始の対応について
・ＪＡあまくさ研修施設建設事業概況報告について
・普通期水稲集荷実績・市況速報（畜産・野菜・花卉）

平成 29年 11月 29日午後 3時より，ＪＡ天草会館で平成 29年 11月定例理事会を開催し，以下の議案について審議されました。
理事 24／ 24名，監事 6／ 6名が出席。【議事の前に平成 29年 10月末事業実績報告及び専門委員会報告が行われました。】

主要事業実績報告（平成29年11月末実績）　 　　　　　　　　　単位：万円 
11月末計画 11月末実績 計 画 対 比

販 売 品 販 売 高 23億180 23億2612 101.1%
貯 金 847億800 888億3200 104.9%
貸 出 金 203億4500 202億8300 99.7%
購 買 品 供 給 高 44億6942 43億8698 98.2%

単位：ポイント

年度末計画 11月末実績 進捗率
共済推進総合目標 11,140,000 9,071,065 81.4%

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｅ
の
順
に
並

べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

1　

画
数
を
意
識
し
て
付
け
る
人
も
い
ま
す

3　

歯
を
抜
く
と
き
に
か
け
ま
す

6　

乗
り
物
を
使
わ
な
い
移
動
手
段

8　

マ
グ
ロ
の
身
の
う
ち
脂
の
多
い
部
分

9　

木
偏
に
南
と
書
く
と

11　

読
み
か
け
の
本
に
挟
む
物

13　

運
転
席
の
横
に
あ
り
ま
す
。
自
動
車
を
止

め
て
お
く
と
き
に
引
き
ま
す

16　

手
荒
れ
防
止
に
―
―
ク
リ
ー
ム
を
塗
っ
た

17　

損
の
反
対
語

18　

秒
と
時
の
間

19　
「
領
収
書
の
宛
名
は
？
」「
―
―
様
で
お
願

い
し
ま
す
」

21　

芸
能
人
の
サ
イ
ン
―
―
が
飾
ら
れ
た
店

22　

雨
交
じ
り
の
雪
の
こ
と

１　セリ・ナズナ・ゴギョウ・ハ

コベラ……といえば

２　平成 30 年は戊成 ( っちのえ

いぬ )です

４　通りのこと。メイン――

５　白黒写真からは伝わらないも

の

７　レーズンと呼ばれることも

10　米と水を入れてセットします

12　男性の方がよく使う一人称

14　ベトナムの通貨単位

15　襟が緩んだり帯がほどけたり

18　竹の幹にできる区切り

20　彼女は満面の――を浮かべた

１１月号のクイズの答えは、「コ
ハルビヨリ」でした。５５通の
ご応募をいただきました。抽選
の結果、次の方に「とれたて市
場産直品セット」をお贈りいた
します。（月末までに配送予定
です）

クイズ当選者

姫 戸 町 山下　由紀子さん
栖 本 町 山平　正美さん
有 明 町 本田　武敏さん

◆応募締切◆　平成30年1月31日必着
皆様のご応募お待ちしております !!

　今月のクロスワードクイズの賞品はお年玉として発行
300号を記念して豪華賞品をご用意しました！
　ハガキに①クイズの答え②ご希望の賞品③住所④氏名⑤
年齢⑥電話番号を必ず記入し、下記の宛先までお送りくだ
さい。なおハガキ１枚につき、ご希望できる賞品は１つと
させていただきます。
宛先
〒863－ 0032　天草市太田町１－２
ＪＡあまくさ　総務企画部

お年玉クイズプレゼント係 まで

※写真はイメージになります。

A賞　天草黒毛和牛（３名様）

Ｃ賞ＪＡ商品券
（３千円分）（10名様）

AAAA賞賞賞賞 天天草黒毛和牛 ３

（３

★★ 300号記念300号記念 お年玉クイズ★ お年玉クイズ★

Ｂ賞　天草産デコポン（３名様）
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【全体運】気まぐれになり、人を振り
回してしまいそう。言動をコロコロ
変えないこと。好きな曲でテンショ
ンを上げて
【健康運】おおむね良好。ダンスやス
ポーツを楽しんで
【幸運の食べ物】ユリ根

【全体運】気力が長続きしにくい月。
あれもこれもと手を広げると、全て
が中途半端になりがち。開運には寺
社参拝へ
【健康運】ゆったり過ごして。適度な
休息を大切に
【幸運の食べ物】シジミ

【全体運】フットワークの軽さが幸
運の呼び水に。保留されていたこと
が動き始める予感。少し遠出の旅行
も吉
【健康運】規則正しい生活が運気
アップのポイン卜
【幸運の食べ物】シュンギク

【全体運】プレッシャーを感じやす
いよう。肩肘を張らず、周囲の言葉
に耳を傾けてみると◎。気晴らしに
は運動がベスト
【健康運】寒さ対策が重要。小まめに
動くのも有効
【幸運の食べ物】キャベツ

【全体運】視野を広げるチャンス。い
ろいろな分野に興味を持ってみて。
新しい趣味や習い事をスター卜す
ると好結果に
【健康運】心に余裕を持つことで、運
気回復の兆し
【幸運の食べ物】伊勢エビ

【全体運】珍しく感情的になりやす
いかも。深呼吸で心を静めて。趣味
や好きなことを満喫する時間を持
つとラッキー
【健康運】運動不足!こなる暗示。体重
増を招きがち
【幸運の食べ物】のり

【全体運】にぎやかで華やかなこと
に縁があります。新年会やパーティ
といった席には積極的に顔を出し
て。観劇も刺激大
【健康運】体操など、軽い運動が元気
キープの秘訣(ひけつ)
【幸運の食べ物】レモン

【全体運】物事をネガティブに考え
やすい時期。持ち前の明るさを忘れ
ずに。また、うわさ話に興味を持つ
のも運気低下のもと
【健康運】疲れたら、ゆっくり休ん
で。自愛が必須
【幸運の食べ物】ブリ

【全体運】対人運が活性化します。初
対面の相手ともすんなり打ち解け
合えるはず。グループレジャーにも
つきがありそう
【健康運】体力増強に良い時期。ス
ポーツに励んで
【幸運の食べ物】甘エビ

【全体運】サービス精神旺盛に行動
すれば、徐々にスムーズな流れを引
き寄せられる期問。思いやりや周囲
との協調が大事
【健康運】うっかりしやすい。小さな
けがに注意を
【幸運の食べ物】こんにゃく

【全体運】やる気が高まる活動期。自
然と長所が表に出そう。アクティブ
に動くことで、さらなる発展や成長
が期待できます
【健康運】ストレッチやヨガは、体調
に好影響あり
【幸運の食べ物】ナガイモ

【全体運】物事を強気で進めるのに
は不向き。しっかり足元を見詰め、
着実な歩みを目指して。精神的な部
分の強化に最適
【健康運】食生活が乱れやすい月。節
制を心掛けて
【幸運の食べ物】キウイフルーツ

今月のあなたの運勢  1月 モナ・カサンドラ

牡羊座　3/21～ 4/19

獅子座　7/23～ 8/22

射手座　11/23～12/21

牡牛座　4/20～ 5/20

乙女座　8/23～ 9/22

山羊座　12/22 ～ 1/19

双子座　5/21～ 6/21

天秤座　9/23～ 10/23

水瓶座　1/20～ 2/18

蟹座　6/22～ 7/22

蠍座　10/24 ～ 11/22

魚座　2/19～ 3/20

ロコモティブシンドローム
【ロコモティブシンドロームとは】
　ロコモティブシンドロームとは
2007 年に日本整形外科学会から提唱
された概念で、骨や筋肉、関節など
の運動器の障害により移動能力が低
下している状態です。
　和名は、運動器症候群といい、世
界随一の長寿国であるわが国発症の
用語です。
　ロコモティブシンドロームの
チェック方法としては、「階段を上る
のに手すりが必要である」、「片脚立
ちで靴下がはけない」、「家の中でつ
まずいたり滑ったりする」、「横断歩
道を青信号で渡りきれない」、「１５
分くらい続けて歩けない」、「２ｋｇ
程度の買い物（１リットルの牛乳パッ
ク２個程度）をして持ち帰るのが困
難である」、「家の中のやや重い仕事
（掃除機の使用、布団の上げ下ろしな

ど）が困難である」の 7つの質問項
目を使用し、1つでも当てはまれば
ロコモティブシンドロームの疑いが
あると判定します。
【症状】
　ロコモティブシンドロームが進行
すると、関節疾患の発症や歩行障害
による骨折・転倒等により、要介護
化のリスクが高まります。関節疾患
や骨折等の運動疾患は介護が必要と
なる主な原因の 4分の 1近くを占め
ています。超高齢社会を迎えている
わが国ならではの健康問題であり、
世界的にも急増しているので予防の
必要性が高まっています。
【原因】
○加齢に伴う運動器自体の疾患が原
因となるものに、変形性関節症、骨
粗鬆症に伴う円背、脊柱管狭窄症な
どがあげられます。 厚生連だより

○加齢による身体機能の低下にとも
なうものとして、バランス能力や深
部感覚の低下、反応時間の延長や有
酸素性能力の低下、下肢筋力の低下
などがあげられます。
【予防】
ロコモティブシンドロームの予防と
しては、暮らしの中に運動習慣を取
り入れていくことが第一に挙げられ
ます。例えば、近くでも自動車を利
用する方は徒歩や自転車を利用して
みたり、テレビを見ながらストレッ
チを行うなど、生活の中に運動の意
識を取り入れること
で、ロコモティブシ
ンドロームの予防に
繋がります。
あくまでも自分自身
が無理なく続けてい
くことが最も重要で
す。

（
河
浦
町　

Ｓ
さ
ん
）

私
は
毎
日
が
休
日
な
の
で
、

ぼ
ち
ぼ
ち
野
菜
作
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
で
も
今
年
は

大
根
も
虫
か
ら
食
べ
ら
れ
思
う

よ
う
に
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

無
農
薬
で
す
の
で
、
な
か
な
か

難
し
い
で
す
。

（
久
玉
町　

Ｙ
さ
ん
）

先
日
、
温
州
み
か
ん
が
体
に

良
い
と
知
り
、
ポ
ン
カ
ン
・

デ
コ
ポ
ン
な
ど
あ
り
ま
す
が
、

み
か
ん
に
対
す
る
考
え
が
少
し

変
わ
り
ま
し
た
。

（
倉
岳
町　

Ｋ
さ
ん
）

食
品
ロ
ス
は
考
え
さ
せ
ら
れ

る
内
容
で
し
た
。
孫
た
ち

に
も
さ
り
げ
な
く
伝
え
ら
れ
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
自

分
も
買
い
過
ぎ
・
作
り
過
ぎ
に

気
を
付
け
ま
す
！

（
姫
戸
町　

Ｈ
さ
ん
）

Ｊ
Ａ
が
一
番
大
事
に
し
て

い
る
の
は
「
農
業
で
す
」

と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

（
牛
深
町　

Ｉ
さ
ん
）

天
草
人
の
本
田
さ
ん
の
よ
う

に
天
草
で
が
ん
ば
る
人
を

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
みみ
ばば
なな

ひひんん
ろろ

風景写真や絵はがきなどをお送り下さい。
JAあまくさでは、上記のお便りの他にも風景写真や変わった形をした農産物の写真、絵はがきなどたくさんの応募をお待ちしています。

【宛先】〒 863-0032　熊本県天草市太田町１番地２JAあまくさ　総務企画部　みんなのひろば係り
※写真・絵はがきには、撮影場所やコメント、実名以外での掲載をご希望の方はペンネーム等をご記載下さい。
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おたよりを広報誌に掲載する場合がございますが、いただいたご意見については今後の本広報誌の編集企画の参考以外の目的には使用しません。

編集後記～編集係の　　　　とひとこと～
　新年あけましておめでとうございます。旧年中は広報誌「あまくさ」をご愛読いただき、ま
た広報活動にご理解・ご協力いただき誠にありがとうございました。本年も農業・地域活動、
生活情報などを分かりやすく「伝わる広報誌」を目指して努力致します。
　先日、音楽イベント海鳴～海辺の縁奏会～
を上天草市で開催しました。準備から片付け
まで関係された皆様、当日ご来場いただいた
皆様、大変お世話になりました。
　好評の声をいただき嬉しく思い、人と人の
つながりの大事さを改めて実感しました。
　２０１８年はどのような年になるのか分
かりませんが、人とのつながりを大切に飛躍
するよう何事も努力していきます（ＪＴ）

ホームページ

ホッ

るっくるっくちゃいるど＆みんなのひろば!!
募集

JAあまくさでは、みなさんからの応募を
待っています。
2018年あまくさを飾るのは、あなた達
です! ! !

るっくるっくるっくるっくちゃいるどちゃいるど

緋
ひ

向
な た

くん 2 ヶ月

熊本市（新和町在住の中野　良二さんのお孫さん）
大森　靖斗さん・詩織さん
★これからも二人仲良く元気いっぱいに育ってね！

大矢野町
豊岡　昇大さん・美波さん
★じい、ばあ、いつも大好きなバナナを用意
してくれてありがとう！！ひいばぁの鯛の煮
付けも、また食べに行くね！

有明町
福田　大士 さん・真希さん
★じぃやん、ばぁやんいつも遊んでくれてあ
りがとう！これからもよろしくね☆

晄
あ き

人
と

くん 2歳

璃
り

桜
お

奈
な

ちゃん 1歳

蓮
れ ん

人
と

くん 8 ヶ月


